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「BYD RACCO」、第 36 回（2027 年次）RJC カーオブザイヤーで、 

輸入車部門の最優秀賞「インポート カーオブザイヤー」を受賞 

 

• BYD は、2 年連続して「RJC インポート カーオブザイヤー」を受賞 

• 今年の RJC カーオブザイヤーで「BYD RACCO」は、下記タイトルをダブル受賞 

1. 「2027 年次 RJC インポート カーオブザイヤー」   

2. 「2027 年次 RJC テクノロジー オブザイヤー 6 ベスト」（新世代 EV システム「X-

PACK」） 

•  BYD は、今回の受賞を「軽 EV 元年」と位置付け、軽自動車から日本のクルマ社会の電動化に貢献

する 

 

BYD Auto Japan 株式会社（本社：神奈川県横浜市、代表取締役社長：東福寺 厚樹、略称：BAJ）が、

今年 7 月 28 日に発表・発売した、海外メーカー初の軽 EV「BYD RACCO（ビーワイディー ラッ

コ）」が、11 月 11 日（水）、モビリティリゾートもてぎ（栃木県茂木町）で開催された、NPO 法人

日本自動車研究者ジャーナリスト会議（略称：RJC、会長：飯塚昭三）主催による「第 36 回 2027 年

次 RJC カーオブザイヤー」の最終選考会で、輸入車部門の第 1 位に与えられる「RJC インポート・カ

ーオブザイヤー」を受賞しました。 

なお、今年次は、「RJC インポート・カーオブザイヤー」だけでなく、「BYD RACCO」に搭載する駆

動用のバッテリーシステム「X-PACK」が、「RJC テクノロジーオブザイヤー6 ベスト」に選出される

など、「BYD RACCO」が持つ高い商品優位性と高度な技術開発力の双方が、高く評価されています。 

 

今回受賞した「RJC インポート・カーオブザイヤー」は、今年次に販売された輸入車の中で、もっと

も優れたクルマに与えられる名誉ある賞です。BYD は昨年、大型 SUV タイプの EV、「BYD 

SEALION 7」で、同会及び中国車として初となる「インポート・カーオブザイヤー」を受賞してお

り、今回の「BYD RACCO」で、2 年連続しての受賞を達成しました。これまでの同会での受賞歴につ

いては、下記をご参照ください。 

 

◼ BYD RACCO 製品ページ： https://www.byd.com/jp/lineup/racco  

 

【RJC カーオブザイヤーの過去の受賞歴】 

年 賞典回 受賞タイトル 受賞対象（車両等）   

2024 第 34 回（2025 年次）RJC カーオブザイヤー LFP ブレードバッテリーと CTB ボディ機構  BYD SEAL 

2025 第 35 回（2026 年次）RJC カーオブザイヤー インポート・カーオブザイヤー BYD SEALION 7 

2026 第 36 回（2027 年次）RJC カーオブザイヤー インポート・カーオブザイヤー BYD RACCO 

  テクノロジーオブザイヤー6 ベスト X-PACK（BYD RACCO） 

 

https://www.byd.com/jp/lineup/racco
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■BYD Auto Japan 株式会社 代表取締役社長 東福寺 厚樹のコメント 

「このたび、『第 36 回 2027 年次 RJC カーオブザイヤー』にて、「BYD RACCO」が同会の栄えある

インポートカーオブザイヤーに選ばれました。BYD 本社、開発陣、ならびに、BYD Auto Japan を代

表して厚く御礼を申し上げます。「BYD RACCO」は、BYD の若い開発陣が、「日本の厳格な軽自動

車規格に準拠した最高の EV を作ろう」と、徹底した市場調査、研究開発を行い、BYD の最新技術を

惜しみなく注ぎ込んで量産化した最新の軽 EV です。従いまして、日本の新車購入の 3 割以上が軽乗用

車という現状と、その半分を占める「スーパートール」「（左右）電動スライドドア」を EV で実現し

た「BYD RACCO」は、日本の多くのお客様のニーズにお応えできる最適な軽 EV であると自負してい

ます。引き続き BYD は、新エネルギー車の普及を通じて、日本の脱炭素社会の実現に微力ながら貢献

してまいります。」 

 

■RJC の公式選出理由 

海外の自動車メーカーでは初となる、日本の軽自動車規格に準拠した軽 EV「RACCO」。EV 専用プラ

ットフォーム「e-Platform 3.0」をベースに電子制御装置などをバッテリーユニットに一体化した「X-

PACK」を採用。「スーパートール」「左右・電動スライドドア」という構造でありながら、ボディ剛

性が極めて高く、優れた走行性能と安全性を高く評価した。 

※ RJC ホームページより抜粋  

http://www.npo-rjc.jp/commendation/coty_2027.php  

 

■RJC について 

「RJC カーオブザイヤー」は、1991 年に創設された日本の自動車賞で、自動車研究者やジャーナリス

トから構成される RJC が主催して行われています。本年度は、2025 年 11 月 1 日から 2026 年 10 月

31 日までに発表・発売された乗用車を対象として、RJC 選考委員の投票により、走行性能・デザイ

ン・技術・コストパフォーマンスなどの観点で総合的に優れたクルマを選出、公正な審査を経て、

「RJC カーオブザイヤー」、「インポート・カーオブザイヤー」、「テクノロジーオブザイヤー」の

各賞が決定しました。 

 

RJC 公式サイト： http://www.npo-rjc.jp/  

 
※本リリースの掲載内容は画像を含め、2026 年 11 月 12 日（木）現在の情報です。内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ： 

BYD Japan Group  お問い合わせフォーム ：https://www.byd.com/jp/contact 
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